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読者の声 
江島里区 野々村豊 

 
 

 

亀
岡
川
東
学
園
の
二
年
生
二
人
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。 

 ・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

◎
島
津 

桧
俐 

く
ん
（
毘
沙
門
） 

―
―

好
き
な
教
科
は
？ 

体
育
・
算
数 

―
―

好
き
な
こ
と
は
何
で
す
か
？ 

友
達
と
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と 

―
―

将
来
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？ 

家
を
作
る
人 

―
―

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
？ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
ス
ー
プ
・
カ
レ
ー 

―
―

家
で
ど
ん
な
お
手
伝
い
を
し
ま
す
か
？ 

お
ふ
ろ
を
毎
日
そ
う
じ
す
る 

―
―

今
一
番
ほ
し
い
も
の
は
？ 

サ
ッ
カ
ー
を
な
ら
い
た
い 

―
―

千
歳
町
で
や
っ
て
ほ
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
？ 

宝
船
ま
つ
り 

・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

 

・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

◎
廣
瀬 

奈
月 

さ
ん
（
江
島
里
） 

―
―

好
き
な
教
科
は
？ 

図
工 

―
―

好
き
な
こ
と
は
何
で
す
か
？ 

ゲ
ー
ム 

―
―

将
来
何
に
な
り
た
い
で
す
か
？ 

パ
ン
屋
さ
ん 

―
―

好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
？ 

か
み
か
み
ビ
ビ
ン
バ 

―
―

家
で
ど
ん
な
お
手
伝
い
を
し
ま
す
か
？ 

お
皿
ふ
き 

―
―

今
一
番
ほ
し
い
も
の
は
？ 

ど
う
ぶ
つ
の
森 

―
―

千
歳
町
で
や
っ
て
ほ
し
い
イ
ベ
ン
ト
は
？ 

か
く
れ
ん
ぼ
大
会 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

 

 

表
彰
受
賞
者
の
紹
介  

 

亀
岡
市
消
防
出
初
式
及
び
京
都
府
消
防
定

例
表
彰
式
に
お
い
て
消
防
団
の
次
の
皆
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
の
活
動
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

◎
京
都
府
知
事
表
彰 

 
 

精
励
賞 

森
川 

穣
治 

さ
ん 

 

（
千
歳
分
団 

副
分
団
長 

中
区
） 

◎
京
都
府
消
防
協
会
長
表
彰 

 
 

 
 

勤
功
章 

森
川 

浩
樹 

さ
ん 

（
市
消
防
団 

副
団
長 

出
雲
区
） 

 
 

精
績
章 

山
田 

憲
一 

さ
ん 

（
千
歳
分
団 

分
団
長 

中
区
） 

精
勤
章 

越
野 

慶
吾 

さ
ん 

（
千
歳
分
団 

庶
務
会
計 

小
口
区
） 

◎
京
都
府
消
防
協
会
亀
岡
支
部
長
表
彰 

 
 

長
原 

由
充 

さ
ん 

（
千
歳
分
団 

一
部
部
長 

中
区
） 

◎
亀
岡
市
消
防
団
長
表
彰 

 
 

前
野 

孝
之 

さ
ん 

（
千
歳
分
団 

二
部
部
長 

北
谷
区
） 

◎
京
都
府
消
防
協
会
長
感
謝
状 

 
 

寺
町 

宏
史 

さ
ん 

(

千
歳
分
団 

前
分
団
長 

国
分
区) 

～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

七
谷
川
の
桜
の
つ
ぼ
み
も
徐
々

に
膨
ら
み
、
令
和
二
年
度
も
も
う

少
し
で
終
わ
り
、
新
年
度
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
頃
で
す
。

私
見
と
し
て
、
こ
の
一
年
の
出
来

事
で
わ
が
亀
岡
地
域
に
関
わ
る
言

葉
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
「
コ
ロ

ナ
」
と
「
麒
麟
が
く
る
」
が
浮
か

び
ま
す
。 

昨
年
三
月
三
十
日
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
、
亀
岡

市
に
お
い
て
初
め
て
確
認
さ
れ
、
三

密
を
徹
底
的
に
避
け
る
よ
う
に
と
の
市
長
コ

メ
ン
ト
も
出
さ
れ
、
当
千
歳
町
や
各
区
の
恒

例
の
行
事
が
ほ
と
ん
ど
全
て
中
止
や
コ
ロ
ナ

禍
対
応
を
考
え
た
変
則
的
な
内
容
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
一
年
で
し
た
。 

一
方
、
明
智
光
秀
を
主
人
公
と
す
る
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
が
、
放

映
さ
れ
ま
し
た
。
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
、

明
智
光
秀
は
織
田
信
長
の
命
に
よ
り
丹
波
攻

略
を
始
め
ま
し
た
。
当
時
丹
波
は
波
多
野
氏

が
大
き
な
勢
力
と
な
り
、
配
下
の
諸
将
は
頑

強
に
抵
抗
し
、
容
易
に
手
中
に
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
千
歳
地
域
で
も
国

分
寺
や
御
影
山
城
（
出
雲
）
で
明
智
の
軍
勢

と
戦
い
ま
し
た
。
天
正
七
年
に
は
、
丹
波
は

ほ
ぼ
光
秀
の
手
中
に
入
り
、
軍
事
拠
点
と
し

て
、
亀
山
城
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
天

正
十
年
に
亀
山
城
を
出
立
し
て
、
世
の
た
め

民
の
た
め
、
平
ら
か
な
世
を
目
指
し
己
の
理

想
を
遂
行
す
べ
く
、
本
能
寺
に
向
か
い
ま
し

た
。
麒
麟
が
く
る
た
め
に
。
天
下
の
謀
反
人

と
語
ら
れ
る
光
秀
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま

し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
暗
闇
か
ら
一
日
も
早
く

抜
け
出
し
、
平
和
な
世
、
自
由
に
の
び
の
び

と
し
た
生
活
が
戻
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、「
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」
で
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

【
編
集
後
記
】 

本
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
、
自
治
会
の
行

事
が
殆
ど
な
く
な
り
、
紙
面
が
埋
ま
る
か
心

配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
四
十
四
号

ま
で
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
稿

を
提
供
し
て
頂
い
た
皆
様
方
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
発
令
さ
れ
て
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
が
先
月
二
十

八
日
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
速
や
か

な
終
息
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。 

令
和
二
年
度 

広
報
部
会 

部 

会 

長 

島
津 

貴
子
雄 

副
部
会
長 

野
々
村 

め
ぐ
み 

部 

会 

員 

森
川 

秀
樹 

谷
尻 

富
雄 

山
田 

己
義 

佐
々
木 

猛 

小
川 

房
嗣 

森
川 

穣
治 

安
藤 

茂
樹 

紺
谷 

忠
義 

安
藤 

正
行 

廣
瀬 

直
人 

今
西 

洋
希 

見つけた！  Vo.2５  

千歳のたからもの！  

～小学生にインタビュー～ 


